
サンクスシェア共通テスト                               

令和 5年 6月 26日 

 

名前(                        ) 

 

以下の問いに全て答えて下さい。なお、特段の記載がない限りは福岡市から支給決定を受けている方を

想定して下さい。 

 

問 1.バイスティック 7原則を全て記載して下さい。 

 

問 2.相談支援業務においてサービス等給付費を請求出来るものには〇を請求出来ないものには✖をつけ

て下さい。 

① 毎月モニタリングの方 

10日に案（更新）を見てもらい、17日に継続をあげた 

② 3 ヵ月モニタリングの方 

11日に継続をあげた、24日に案（サービス変更）を見てもらった 

③ 保育園に通園しながら児童発達支援を利用。小学校入学に合わせて放課後等デイサービスを利用 

することになった。その場合、利用（初回）で請求をあげることは可能か？ 

④ 3月末に受給者証が更新の方 

3月中に利用の請求をあげることは可能か？ 

⑤ 3 ヵ月モニタリングの方で基準月が 5月であった 

3月にサービスを終了の場合、最終の継続をあげることは可能か 

 

①(        ) ②(        )③(        )④(        )⑤(        ) 

 

問 3. 以下に挙げるサービスの標準モニタリング期間を答えて下さい。 

ア.居宅介護 イ.重度訪問介護 ウ.同行援護 エ.行動援護 オ.療養介護 カ.生活介護 キ.短期入所 

ク施設入所支援 

 

 ア(        )イ(        )ウ(        )エ(        )オ(        ) 

 

カ(        )キ(        )ク(        ) 



問 4. 行動援護の対象者について(  )の中に入る数字を入れて下さい。 

行動上著しい困難な障害者に対して、 

行動する際に生じ得る危険を回避するために必要な援護 

外出時における移動中の介護 

排せつおよび食事等の介護、その他の行動する際に必要な援助 

障害支援区分が区分(      )以上 

行動障害やコミュニケーション及びてんかんに関する障害支援区分の認定調査項目のうち、行動関連項目

（１２項目）等があり 10項目以上該当していること。 

 

               

問 5.居宅介護について、誤っているものを 2つ記号で答えて下さい。 

ア. 居宅介護(身体介護)と居宅介護(家事援助)は最大 1.5時間/回の利用が原則である。 

イ. 居宅介護(通院等介助身体介護あり)の利用には区分 2以上が必要である。 

ウ. 居宅介護の提供時間中に訪問看護を導入することは所定の手続きを行えば可能となる場合がある。 

エ. 共同生活援助を利用している方が通院等介助を利用する場合、利用上限は 2 回/月と定められている。 

オ. 居宅介護(家事援助)の実施内容については、家事に類することであれば特段の制限はない。 

 

               

問 6.生活介護について正しいものを記号で 2つ答えて下さい。 

ア. 生活介護は昼夜通して利用者の生活全般を支えるサービスである。 

イ. 心身の機能や生活能力を向上させることが目的のサービスであるため利用期間は原則 2 年までのサ

ービスである。 

ウ. 就労系のサービスではないため、利用者が生産活動に携わり収益を得ることは厳に禁じられている。 

エ. 生活介護を利用することで事業所が得られる報酬単価は障がい支援区分によって異なってくる。 

オ. グループホームに入居しながら生活介護を利用することは可能である。 

 

               

問 7.地域生活支援事業について正しいものを記号で 2つ答えて下さい。 

ア. 地域の実情に応じて提供されるサービスである。内容やサービス提供の基準が各市町村により異なる

場合も少なくない。 

イ. 利用にあたってはサービス等利用計画案の提出が必須となる。 

ウ. 利用者が福岡市のアパートから他市のグループホームに入居し、そこで移動支援を使用する場合でも

居住地特例により支給決定先は福岡市となる。 

エ. 障がい福祉サービスと介護保険サービスの併用が認められた方でも地域生活支援事業と介護保険サ

ービスとの併用は認められない。 

オ. 地域生活支援事業の利用者負担は基本発生しない。 

 

               



問 8.障害年金について誤っているものを 2つ記号で答えて下さい。 

ア. 障害年金の支給日は基本的に奇数月の 15日である。 

イ. 障害基礎年金 2級受給者の場合、一回に支給される金額は概ね 13万円程度である。 

ウ. 生活保護費と併給する場合、保護費の分、障害年金の支給金額が減額される。 

エ. 障害年金の等級と障がい者手帳の等級は概ね一致をするが、完全に連動はしておらず障がい者手帳

の等級が低くても障害年金の支給がされる場合がある。 

オ. 障がい基礎年金は 2段階であり、障がい厚生年金は 3段階である。 

 

               

問 9.介護保険制度について正しいものを 2つ記号で答えて下さい。 

ア. 介護保険制度の対象は 65歳以上か特定疾病を持つ 40歳以上の方が対象となる。 

イ. 介護保険制度と障がい福祉サービスでは原則障がい福祉サービスが優先される。 

ウ. 今後 65歳となる方は誕生日の 3日前までに介護認定を必ず受ける必要がある。 

エ. 地域活動支援センター(あいあいセンター)では介護保険制度に関する相談にのってもらえる。 

オ. 特定疾病を持つ 40 歳以上の方は介護保険が優先となり障がい福祉サービスや地域生活支援事業の

サービスを利用は制限される。しかし生活保護受給者の場合は障がい福祉サービスや地域生活支援事

業が優先される。 

 

               

問 10. 日常の業務の中で大切にしていることを教えてください！ 

 

 

アンケートです。テストを受けてみて自身の想いに近い番号に〇をして下さい。またご要望などあればコメント欄に記載をお願いします。 

今回の問題は①難しかった②普通だった③簡単だった 

今回の問題数は①多かった②適切だった③少なかった 

  (一言コメント欄) 

 

     ／１０点(１回目) 


